
インクルーシブ教育システム推進センター校
（島根県立出雲高等学校）

〒693-0001 島根県出雲市今市町1800番地　TEL 0853-21-0008（代表）　FAX 0853-22-7855

E-mail　izumo-i-room@pref.shimane.lg.jp　 WEB　https://www.izumo-hs.ed.jp

１人で悩まないで

気軽に相談してみませんか？

学 習 面 のことでも生 活 面 のことでもどんなことでもO K！

秘密

厳守

相談

無料

相談時間 ●電話相談：平日（土・日・祝日除く）  午前９時～午後４時

●来訪相談：平日（土・日・祝日除く）  午前９時～午後４時　＊事前の予約が必要です

●メール相談：随時　＊メッセージを確認後、担当者から返信を行います

相談内容 ●「学校」の悩み（学業、友人関係、いじめ、不登校、進路等）

●「家庭」の悩み（お子様のことで不安なこと、気になること等）

●「心や身体」の悩み、生活上困っていること、障がい等

その他 ●継続相談にも応じます

●必要に応じて、他の相談機関、専門機関を紹介します

対応者 ●インクルーシブ教育システム推進センター校（出雲高等学校）の教員

対象者 ●生徒、保護者、関係の方

お問い合せ

080-6325-0998（担当者直通）

0853-21-0008（代）※「センター校担当者」宛てにお電話ください。

izumo-i-room@pref.shimane.lg.jp

以下のサポートが受けられます！

全ての生徒の学びの機会や権利を保障するために、全ての生徒を対象とする指導・支援から関係機関の

活用を含めた個別の指導・支援へつなぐ校内体制を構築することが大切です。

センター校担当者

との相談

通級による指導
（I- Room）
アイ・ルーム

高等学校における

特別支援教育の

考え方

全ての生徒に共通する支援の提供

特性や困難に

応じた特別な

授業の提供

特性や困難に応じた特別な

支援の提供

・通級による指導

・他の関係機関との連携

・合理的配慮

・他の関係機関との連携

・ユニバーサルデザイン

・基礎的環境整備

出雲圏域高等学校版

生徒・保護者用

高等学校における

を目指して

特別支援教育の推進

インクルーシブ教育システム推進センター校（島根県立出雲高等学校）の案内



通級による指導（拠点校方式）

場面認識

ライフ

スキル
自己理解

アイ-ルーム

集団の中で多様性を生かしていくために

I-R oom

I-Room
指導の流れ

Iには、I（私）・eye（見守る目）・ inc lus iveの I・IzumoのIなどが含まれます。

『私の取説（トリセツ）』を一緒に作っていきましょう。

在籍校で通級による指導を受けることができます

対象

生徒

指導

内容

●学習や生活に困難さがあり、一部特別な指導を必要とする生徒

●本人および保護者の合意が得られた生徒

●自立と社会参加を目指し、学習上または生活上の困難を主体的

　に改善・克服するための指導

言語活動

・自分の特徴（長所・得意なこと）

・コミュニケーション（受容・表出言語）

・他者の感情理解

・場面に応じた言動

・アンガーマネジメント

・ストレスへの対処

・整理整頓、持ち物の管理

・行動の計画

・生活リズム

・相談できる人や場所

・学習の仕方

・学びの保障のための ICT 活用

＜指導内容例＞

＊実態に応じて指導内容を個別で決定します

出雲圏域「通級における指導」
「通級による指導」とは？（学習上または生活上の困難の改善・克服に必要な特別な指導を特別な場で行う教育形態）

I-Roomに関するQ&A

Q1 どのような生徒が対象になりますか？

A1
学習上または生活上の困難がある生徒のうち、本人と保護者が希望し、校内委員会等で一部の教育課程を変更

して、個別の対応が必要であると判断された生徒が対象となります。

Q2 どうやったら履修できますか？

A2
まずは、担任の先生等の在籍する学校の先生にご相談ください。学校の先生や保護者、本人と協議を重ね、利

用の決定を判断します。直接センター校に相談していただいても構いません。

Q3 誰が担当しますか？ 

A3 担当はインクルーシブ教育システム推進センター校（出雲高等学校）の教員です。

Q4 単位の認定はどのようにしますか？

A4
令和４年度より単位認定されます。１単位当たり35時間を標準とした指導計画を作成して指導し、その目標が十分に達成できたと校長

が判断した場合に単位の認定を行います。

Q5 学習内容はどのように決定しますか？

A5
本人の必要性や保護者の願いをもとに学習内容を決定します。高校は社会に出る前の最後の教育機関になることがあるので、将来の

社会参加や自立に向けた内容を意識した指導内容が含まれます。

Q6 個別の教科学習をしてもらえますか？

A6 各教科の遅れを補充する時間ではありません。特に必要な場合に教科の内容を取り扱いながら指導を行うことはあります。

評価 説明

指導

校内

委員会

実態

把握

⑧通級による

　指導の終了

①意思の表明

②通級担当者

　との協議

④学習の目的の

　確認

⑤学習内容の

　検討

⑥通級による

　指導の利用

⑦学習の

　振り返り

③得意なこと

　苦手なことの

　確認

学校全体

生徒・保護者

出雲高等学校

（拠点校）


